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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成22年2月12日(2010.2.12)

【公開番号】特開2008-162151(P2008-162151A)
【公開日】平成20年7月17日(2008.7.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-028
【出願番号】特願2006-355034(P2006-355034)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/205    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ｘ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月24日(2009.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷媒体上に印刷を行う印刷装置であって、
　元画像を構成する各画素の階調値を表す画像データに対してハーフトーン処理を行うこ
とによって、前記印刷媒体上に形成されるべき印刷画像の各印刷画素へのドットの形成状
態を決定するとともに、前記決定されたドットの形成状態を表すドットデータを生成する
ドットデータ生成部と、
　同一色のインクを吐出する複数のノズルグループを備え、前記ドットデータに応じて前
記複数のノズルグループからインクを吐出することによって前記各印刷画素にドットを形
成して印刷画像を生成する印刷画像生成部と、
を備え、
　前記印刷画像生成部は、前記複数のノズルグループの各々のドット形成対象となる各画
素グループに形成されるドット群を、共通の印刷領域で相互に組み合わせることによって
前記印刷画像を形成し、
　前記ハーフトーン処理は、前記複数のドット群のいずれもが所定の特性を有するように
前記ハーフトーンの条件が設定されている印刷装置。
【請求項２】
　請求項１記載の印刷装置であって、
　前記複数のノズルグループの各々は、副走査方向に偶数かつ一定のノズルピッチで配列
された複数のノズルを有するとともに、前記複数のノズルグループ相互間で副走査方向に
最も近接するノズルの副走査方向の間隔であるグループ間ピッチが奇数となるように副走
査方向に配置されている印刷装置。
【請求項３】
　請求項１記載の印刷装置であって、
　前記複数のノズルグループの各々は、副走査方向に偶数かつ一定のノズルピッチで配列
された複数のノズルを有するとともに、前記複数のノズルグループ相互間で副走査方向に
最も近接するノズルの副走査方向の間隔であるグループ間ピッチが前記ノズルピッチのＮ
倍（Ｎは１以上の整数）となるように副走査方向に配置されている印刷装置。
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【請求項４】
　請求項２または請求項３のいずれかに記載の印刷装置であって、
　前記複数のノズルグループは、前記グループ間ピッチが前記ノズルピッチよりも大きく
なるように配置されている印刷装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の印刷装置であって、
　前記所定の特性は、ブルーノイズ特性とグリーンノイズ特性のいずれか一方である、印
刷装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】同一色のインクを吐出する複数のノズルグループを備える印刷装置
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